




● 給湯用配管に取り付けられたヒーティング・ケーブルが
温水を必要な温度に保持します。

● 給湯用配管の熱損失は、各給湯用配管に取り付けられた
自己制御型ヒーティングケーブルにより補完されます。そ
の結果、各配管の温度は、適切な温度に制御できます。

● 自己制御型ヒーティングケーブルを使用することにより、配
管の温度により配管網の局所状態に応じて、調節されま
す。従って配管のどの部分も、その部分の温度低下に応
じて加熱されます。温水が流れると、熱出力は減少しま
す。温水の蛇口を開く回数が多くなれば、HWAT給湯温
度保持システムの動作は少なくなります。

最適な給湯システムを選択しましょう

２．推奨案：HWAT給湯温度保持システム
　　　　　　　　　　　　－ シンプルで独創的！

HWAT給湯温度保持システムの
主要構成

保温材が熱損失を
低減
配管は、配管温度を保
持するために最適に選
定された保温材によっ
て保温する必要があり
ます。
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最先端の端末処理
Rayclic接続システム
により、端末処理は迅
速かつ簡単に行えま
す。
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ケーブルが熱損失を
補完
自己制御型ヒーティン
グケーブルが熱損失を
補完し、必要なレベ
ルの温度に保持しま
す。
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さらに、柔軟なシステム！

柔軟性

HWAT給湯温度保持システム：柔軟でスペースを取らないシステム

● 戻り配管が無いため、配管に必要なスペースの条件が緩和されます。ライザ、シャフ
ト、および開口部などを最小限にでき、他の配管にスペースを有効利用できます。

● 既存の建物に特殊階を増設したり、増床したりする場合、HWAT給湯温度保持システ
ムは、このような新規の建造部分に対し、簡単、迅速、かつ経済的に接続でき、水圧の
補助は不要です。

● 既存の再循環システムを部分的にHWAT給湯温度保持システムへ容易にアップグレードで
きます。

最小限の設備投資コスト

わずかな部品で構成されるシンプルなシステム 

● 戻り配管に必要なポンプ、制御バルブ、配管などは不要です。

● 戻り配管に関わる設置作業は不要です。

● ヒーティングケーブルは直接給湯用配管に取り付けられます。

柔軟性





２．ボイラをより効率的に利用
配管内の保有量が少ない（戻り配管が無い）ために、より
小型のボイラを使用できます。ボイラへの戻り配管が無い
ために、ボイラ機能はより効率が良くなります。

h
h

再循環

戻り配管による
循環システム

HWAT給湯温度
保持システム

５．建物冷房の効率性をサポートするHWAT給湯温度保持システム
● 商用ビルでは、建物の冷房時、多大なエネルギーが消費され
ます。冷房の使用量を減少させるには、建物の温度上昇を防
ぐのが効率の良い方法です。

● HWAT給湯温度保持システムは、給湯設備における戻り配管
による熱を完全に取り除き、冷房にかかるエネルギー・コス
トを低減します。

9 W/m 8 W/m

熱損失
供給配管

熱損失
戻り配管
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４．優れた効率性により熱損失を補完

給湯配管での熱損失電気● HWAT給湯温度保持システムでは、自己制御型ヒーティン
グケーブルを使用することにより、配管温度の違いに応じて、適
切な熱エネルギーを供給します。

配管全体での熱損失

● 煙突の熱損失
● ボイラの熱損失

● 循環システムでは、ボイラから補給される温水により、熱損
失が補完されます。温水生成プロセス、あるいは、配管を温
水が流れる間、別の熱損失も発生します（ボイラ、煙突、そ
の他の損失）。全体の生成エネルギーは、配管網で必要とさ
れるエネルギーよりも大きくなります。

３．HWAT給湯温度保持システムは、温水使用時間帯に停止可能 
温水の消費が多い時間帯では、多量の温水がボイラから配
管へ流れます。

● このような温水の供給時には、システムを停止することによ
り、電気エネルギーを節約します。

● 夜間の水の消費が少ない、あるいは全く無い時間帯では、保
持温度を低くすることができます。

「経済的」であることは、今日、そして明日への計画を意味します！
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温水の消費（%） ヒータ出力 W/m

HWAT ヒーティングケーブル

システムOFF
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ライフタイム・コストの試算
80m給湯配管と80m戻り配管の循環システムをHWAT給湯温度保持システムへ変更した場合の設備投資コス
トと年間エネルギ消費を比較します。配管周囲温度は20℃とし、給湯配管保持温度は65℃とします。また、
湯の消費量は、2,000リットル/日とします。
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あなたの次のプロジェクトについて、
計算や比較検証ができます！
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計算の依頼 （お問い合せシート）

HWAT給湯温度保持システムについて事前に計画を行います。必要事項をご記入の上、お送り下さい。

周囲温度 供給配管 戻り配管

°C A m A m
1
2
3

4
5
6
7
8
9
10

分岐 個数

一般データ 

■お客様情報

■プロジェクト

■建物の種類

会 社 名

ご 住 所

Ｔ Ｅ Ｌ

Eメール

ご担当者

地域暖房 円/kWh

円/kWh

円/kWh

天然ガス

そ の 他

Ｆ Ａ Ｘ

プロジェクト名

場　         　所

■循環用部品

ポンプ 個　　　　　　　W（ワット） 個その他個バランス弁

病院　・　オフィス　・　ホテル　・　介護センター　・　スポーツセンター　・　集合住宅　・　その他（　　　　　　　　　　　　）

■配管の材質

ステンレス鋼　・　炭素鋼　・　架橋ポリエチレン　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

■配管の詳細

■保温材

■熱源

ボイラ温度 ℃

℃

℃

保 持 温 度

最低適正温度

■水温データ

温度 ℃

■気温データ

日中 円/kWh

円/kWh夜間

■電気料金

グラスウールタイプ　・　硬質ウレタンフォームタイプ　・　ロックウールタイプ　・　PEフォーム　・　その他（　　　　　　　　）




